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（１）目的  

男女共同参画の推進は、市政のあらゆる領域にわたり、全庁的な取組を必要とすることから、第３次プランに

おいても、各課における内部評価に加え、評価に客観性、公平性、多面性を持たせることを目的として、重点事

項等を対象に外部評価を行います。 

 

（２）実施機関  

さいたま市男女共同参画推進協議会 

 
（３）進行管理・公表の流れ  

①各推進事業について、担当課が進捗状況に対する評価（内部評価）を行います。 
②協議会は、各事業への認識を深め、外部評価の精度を高めるため、事業担当課に対しヒアリングを

実施します。 
③協議会は、事業担当課の内部評価やヒアリング結果に基づき、外部評価を行います。 
④外部評価結果を集計し、次年度以降の各推進事業の実施に反映させるよう、担当課へのフィードバ

ックを行います。 
⑤結果を受けた担当課は、これを踏まえた所見を協議会へ提出します。 
⑥外部評価結果を年次報告書へ掲載し、公表します。 
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（４）外部評価の年度計画 

第３次プランは、231 の推進事業で構成されていますが、外部評価は、その中から重点事項５項目に

位置づけられた事業及び数値目標が設定された 64項目を対象に５年間で計画的に実施します。 

 （５）外部評価の方法

  ①１次集計：各評価項目に対する全委員の評価の平均点  

協議会委員が行った項目に対する評価から、全委員の評価の評価項目ごとの平均点を算出します。 

（３評価項目・４点満点） 
 

 

 ②２次集計：各推進事業の評価点  

各評価項目の評価点（１次集計結果）を推進事業ごとに平均し、各推進事業の評価点を算出します。 
 

 ③３次集計：各重点目標の評価点  

各推進事業の評価点（２次集計結果）をⅠ～Ⅸの目標ごとに平均し、各目標の評価点を算出します。 

実施年度 対象項目 

平成 27 年度 

重点事項１ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 【計 15 事業】 

 目標Ⅳ-１ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

重点事項２ 女性の経済的自立の促進と「M字カーブ問題」の解消に向けた取組の推進 

目標Ⅳ-４ 女性の経済的自立と「M字カーブ問題」の解消に向けた取組の推進 

基本施策：①～③  【計 19 事業】 

平成 28 年度 

重点事項２ 女性の経済的自立の促進と「M字カーブ問題」の解消に向けた取組の推進 

  目標Ⅳ-４  女性の経済的自立と「M 字カーブ問題」の解消に向けた取組の推進 

基本施策：④～⑦   【計 22 事業】 

重点事項３ 男性にとっての男女共同参画の推進 【計 13 事業】 

  目標Ⅱ-２ 男性にとっての男女共同参画の推進 

平成 29 年度 
重点事項４ 地域における男女共同参画の推進   【計 20 事業】 

目標Ⅴ-３  地域における男女共同参画の推進 

平成 30 年度 

重点事項５ 女性に対するあらゆる暴力の根絶   【計 29 事業】 

  目標Ⅵ-１ 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

 目標Ⅵ-２ ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ防止対策と被害者の自立支援（DV 防止基本計画の推進） 

平成 31 年度 
数値目標設定事業 【62 事業（64 項目）】のうち H27～H30 年度に外部評価を実施してい 

ない事業【27 事業（29 項目）】 

評価項目 評価点 

１ 進捗度 

４：計画どおりに進められている                  （90％以上）        

３：概ね計画どおりに進められている              （70％程度）        

２：あまり計画どおりに進められていない          （50％程度）    

１：計画どおりに進められていない／未着手        （30％未満）        

２ 今後の進め方 
※括弧内は目標達成期待値 

４：目標の達成に向け、このまま進めるべきである  （90％以上）    

３：目標の達成には、多少の見直しが必要である    （70％程度） 

２：目標の達成には、相当な見直しが必要である    （50％程度） 

１：目標の達成には、抜本的な見直しが必要である  （30％未満） 

３ 課題の認識 

４：よく認識している  （90％以上）                

３：認識している      （70％程度）                

２：認識不足である    （50％程度）               

１：認識していない    （30％未満）               
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件 13 5 0 0 8 9 1 0 5 11 2 0

％ 65.0% 25.0% 0.0% 0.0% 40.0% 45.0% 5.0% 0.0% 25.0% 55.0% 10.0% 0.0%

件 16 2 0 0 10 8 0 0 9 8 1 0

％ 80.0% 10.0% 0.0% 0.0% 50.0% 40.0% 0.0% 0.0% 45.0% 40.0% 5.0% 0.0%

件 14 4 0 0 11 7 0 0 7 9 2 0

％ 70.0% 20.0% 0.0% 0.0% 55.0% 35.0% 0.0% 0.0% 35.0% 45.0% 10.0% 0.0%

件 16 2 0 0 13 5 0 0 10 8 0 0

％ 80.0% 10.0% 0.0% 0.0% 65.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 40.0% 0.0% 0.0%

件 13 5 0 0 11 6 1 0 7 8 2 0

％ 65.0% 25.0% 0.0% 0.0% 55.0% 30.0% 5.0% 0.0% 35.0% 40.0% 10.0% 0.0%

件 10 8 0 0 7 11 0 0 7 11 0 0

％ 50.0% 40.0% 0.0% 0.0% 35.0% 55.0% 0.0% 0.0% 35.0% 55.0% 0.0% 0.0%

件 7 10 1 0 6 9 3 0 5 9 3 0

％ 35.0% 50.0% 5.0% 0.0% 30.0% 45.0% 15.0% 0.0% 25.0% 45.0% 15.0% 0.0%

件 5 13 0 0 7 11 0 0 6 11 0 0

％ 25.0% 65.0% 0.0% 0.0% 35.0% 55.0% 0.0% 0.0% 30.0% 55.0% 0.0% 0.0%

件 15 3 0 0 11 6 1 0 7 10 1 0

％ 75.0% 15.0% 0.0% 0.0% 55.0% 30.0% 5.0% 0.0% 35.0% 50.0% 5.0% 0.0%

件 10 6 0 1 11 6 0 0 7 9 1 0

％ 50.0% 30.0% 0.0% 5.0% 55.0% 30.0% 0.0% 0.0% 35.0% 45.0% 5.0% 0.0%

件 12 5 0 0 9 6 1 1 7 8 1 1

％ 60.0% 25.0% 0.0% 0.0% 45.0% 30.0% 5.0% 5.0% 35.0% 40.0% 5.0% 5.0%

件 9 8 0 0 7 9 0 1 10 6 0 1

％ 45.0% 40.0% 0.0% 0.0% 35.0% 45.0% 0.0% 5.0% 50.0% 30.0% 0.0% 5.0%

件 2 11 5 0 4 7 7 0 7 7 4 0

％ 10.0% 55.0% 25.0% 0.0% 20.0% 35.0% 35.0% 0.0% 35.0% 35.0% 20.0% 0.0%

件 9 8 1 0 9 6 2 1 6 5 5 1

％ 45.0% 40.0% 5.0% 0.0% 45.0% 30.0% 10.0% 5.0% 30.0% 25.0% 25.0% 5.0%

件 8 10 0 0 8 7 2 1 6 6 3 2

％ 40.0% 50.0% 0.0% 0.0% 40.0% 35.0% 10.0% 5.0% 30.0% 30.0% 15.0% 10.0%

件 1 12 2 2 3 9 3 3 3 6 3 6

％ 5.0% 60.0% 10.0% 10.0% 15.0% 45.0% 15.0% 15.0% 15.0% 30.0% 15.0% 30.0%

27

43

28

①男女共同参画の視点に
立った講座の企画・運営

16

18

④高齢者大学事業の充実

③図書館資料情報の提供

教職員人事課

①審議会等委員への女性
の登用促進

人権政策・
男女共同参画課

（男女共同参画課）

②女性職員の管理職への
登用促進

人事課

教育総務課44

高齢福祉課

①人権教育の推進

生涯学習総合
センター・公民館

②家庭教育、子育てセミ
ナー等の開催

①男女共同参画に関する
講座・講演会の開催

生涯学習振興課

人権政策・
男女共同参画課

（人権政策推進課）

人権政策・
男女共同参画課

（男女共同参画課）

生涯学習総合
センター・公民館

人権教育推進室

中央図書館
資料サービス課

評価項目2　今後の進め方

推進事業

生涯学習総合
センター・公民館

①教職員の意識づくりと研
修の充実

生涯学習総合
センター・公民館

①親の学習、家庭教育学級
等の実施

③人権セミナー・講座等の
開催

1 人権教育推進室

人権政策・
男女共同参画課

（人権政策推進課）

評価項目3　課題の認識

担当課 n=２０

評価項目　1進捗度

②人権についての啓発パン
フレット作成・配布

事業
No.

2

6

13

12

11

3

19

③市民コミュニティづくり事
業の充実

④公民館での託児の実施

２．外部評価結果 

協議会委員による外部評価結果 
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件 3 11 4 0 4 8 5 1 4 3 8 3

％ 15.0% 55.0% 20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 25.0% 5.0% 20.0% 15.0% 40.0% 15.0%

件 11 7 0 0 13 4 1 0 9 8 0 1

％ 55.0% 35.0% 0.0% 0.0% 65.0% 20.0% 5.0% 0.0% 45.0% 40.0% 0.0% 5.0%

件 11 7 0 0 12 5 1 0 8 8 0 1

％ 55.0% 35.0% 0.0% 0.0% 60.0% 25.0% 5.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0% 5.0%

件 13 4 1 0 11 6 0 1 10 7 0 1

％ 65.0% 20.0% 5.0% 0.0% 55.0% 30.0% 0.0% 5.0% 50.0% 35.0% 0.0% 5.0%

件 10 8 0 0 11 6 1 0 6 9 1 1

％ 50.0% 40.0% 0.0% 0.0% 55.0% 30.0% 5.0% 0.0% 30.0% 45.0% 5.0% 5.0%

件 12 5 0 0 9 8 0 0 5 10 2 1

％ 60.0% 25.0% 0.0% 0.0% 45.0% 40.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 10.0% 5.0%

件 12 5 0 1 10 7 0 1 7 7 2 1

％ 60.0% 25.0% 0.0% 5.0% 50.0% 35.0% 0.0% 5.0% 35.0% 35.0% 10.0% 5.0%

件 10 8 0 0 12 5 0 1 6 9 1 1

％ 50.0% 40.0% 0.0% 0.0% 60.0% 25.0% 0.0% 5.0% 30.0% 45.0% 5.0% 5.0%

件 12 6 0 0 12 5 0 1 8 7 1 1

％ 60.0% 30.0% 0.0% 0.0% 60.0% 25.0% 0.0% 5.0% 40.0% 35.0% 5.0% 5.0%

件 14 4 0 0 13 4 1 0 12 3 1 1

％ 70.0% 20.0% 0.0% 0.0% 65.0% 20.0% 5.0% 0.0% 60.0% 15.0% 5.0% 5.0%

件 5 9 4 0 11 5 2 0 9 6 2 0

％ 25.0% 45.0% 20.0% 0.0% 55.0% 25.0% 10.0% 0.0% 45.0% 30.0% 10.0% 0.0%

件 10 6 1 0 12 4 1 0 9 6 2 0

％ 50.0% 30.0% 5.0% 0.0% 60.0% 20.0% 5.0% 0.0% 45.0% 30.0% 10.0% 0.0%

件 10 6 0 1 10 7 0 1 7 9 0 1

％ 50.0% 30.0% 0.0% 5.0% 50.0% 35.0% 0.0% 5.0% 35.0% 45.0% 0.0% 5.0%

評価項目3　課題の認識

事業
No.

推進事業 担当課 n=２０

評価項目　1進捗度 評価項目2　今後の進め方

健康教育課

196 地域保健支援課

①薬物・喫煙・飲酒に関す
る健康教育の推進

③特定保健指導の実施

209

人権政策・
男女共同参画課

（男女共同参画課）

地域保健支援課

高齢福祉課

高齢福祉課

133 ③シルバーバンクの充実

生涯学習総合
センター・公民館

高齢福祉課

子育て支援政策課

介護保険課

77

86

スポーツ振興課

子育て支援政策課

選挙課52
⑤政治や選挙に関する意
識・関心の高揚

57

72

③女性スポーツ指導者の育
成

④子育て情報の提供

⑤子育てヘルパー
派遣事業

④介護保険関連施設等の
整備促進

131
①生きがい活動事業の充
実

132
②生きがい活動事業の充実
（アクティブチケット交付事業）

137
⑦シルバー人材センターの
充実

191
①女性の性と生殖に関する
健康／権利（リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツ）の啓発

195
②乳がん・子宮がん等の検
診の実施

170170



 

 

 

 
（各４点満点） 

２次集計 ３次集計

各推進事業の評価点 目標Ⅵ-1、目標Ⅵ-2の評価点

1 ①人権教育の推進 3.43

2 ②人権についての啓発パンフレット作成・配布 3.63

3 ③人権セミナー・講座等の開催 3.56

6 ①男女共同参画に関する講座・講演会の開催 3.72

11 ①親の学習、家庭教育学級等の実施 3.52

12 ②家庭教育、子育てセミナー等の開催 3.44

13 ①教職員の意識づくりと研修の充実 3.21

16 ①男女共同参画の視点に立った講座の企画・運営 3.34

18 ③図書館資料情報の提供 3.57

19 ④高齢者大学事業の充実 3.49

27 ③市民コミュニティづくり事業の充実 3.43

28 ④公民館での託児の実施 3.43

43 ①審議会等委員への女性の登用促進 2.94

②女性職員の管理職への登用促進（人事課） 3.22

②女性職員の管理職への登用促進（教育総務課） 3.20

②女性職員の管理職への登用促進（教職員人事課） 2.57

52 ⑤政治や選挙に関する意識・関心の高揚 2.74

57 ③女性スポーツ指導者の育成 3.56

72 ④子育て情報の提供 3.53

77 ⑤子育てヘルパー派遣事業 3.54

86 ④介護保険関連施設等の整備促進 3.43

131 ①生きがい活動事業の充実 3.43

132 ②生きがい活動事業の充実（アクティブチケット交付事業） 3.39

133 ③シルバーバンクの充実 3.43

137 ⑦シルバー人材センターの充実 3.51

191
①女性の性と生殖に関する健康／権利（リプロダクティブ・ヘルス／
ライツ）の啓発

3.66

195 ②乳がん・子宮がん等の検診の実施 3.32

196 ③特定保健指導の実施 3.53

209 ①薬物・喫煙・飲酒に関する健康教育の推進 3.40

3.3944

事業№ 推進事業名

外部評価集計結果 
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外部評価結果一覧（各事業別） 
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②家庭教育、子育てセミナー等の開催

担当課： 生涯学習振興課

（主な評価理由・意見等）

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

・参加者の性別やその雇用形態に偏りがあることが想定される際には、参加者層特有の課題や、参加できない保
護者層の課題を把握しながら、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。保護者、児童生徒双方について、性別間関係における課題や性別ごとの

・平日のみの設定や中学校での開催などについての課題は把握されているので、それを解決する今後の進め方を
期待したい。

・中学校の参加率をもう少し上げられるとより良い。
・全ての中学校での実施が好ましい。入学式の日を利用すると良いと考える。

3.443.56 3 .39 3 .39

事業番号 12

174174



 

 

 
 

 

 

 ①教職員の意識づくりと研修の充実

担当課： 人権教育推進室

（主な評価理由・意見等）

・学校との実質的な連携は、研修・講演会をやって終わりということにはならない。学校における人権課題への取り
組みについての把握の努力はしてほしい。
・建前ばかりではなく、そばにいる大人（教師）がまず、学び意識することが重要。
・市内学校の教員による不祥事案件や部活動顧問の暴言等によると見られる生徒自殺案件など、教職員の人権
意識が浸透しているとは言えない。

・教育委員会の担当者の男女共同参画の課題についての認識が不足していると思われる。教育委員会職員を含
め、教育に携わる教職員の意識醸成のあり方を見直し、しっかりと取り組んでほしい。
・教育分野の男女共同参画は、「多様な性」以外にも様々な観点があるため、教職員の研修の体系を見直してしっ
かりと取り組んでいただきたい。

・日本の教員は極めて多忙であり、教職員向けと銘打った研修会・講演会の数が少なくとも、生徒に対する授業内
容が意識作りとなっていると考える。

3.213.33 3 .17 3 .12

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 13

取
組
状
況
に
対
す
る
外
部
評
価

第
３
部

175174174



 

 

 

 

 

 
 

176176



 

 

 

 

 

 

④公民館での託児の実施

担当課：  生涯学習総合センター・公民館

（主な評価理由・意見等）

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

・一般講座においても現役親世代の参加の幅を広げる視点が必要。

・託児を進めることは必要だが、公民館は地域に根差した施設と捉え、たとえ大人向けの講座等であっても、子ど
もが同席し、子どもが公共の場でどう振舞ったらよいか子どもが学習できる、講座参加者全員で子どもを見るという
やり方の方が、子どもは社会が育てるという姿勢が育成されると考える。

・今後の取組に対して具体性が感じられない。

3.433.53 3 .29 3 .47

事業番号 28

取
組
状
況
に
対
す
る
外
部
評
価

第
３
部

177176176



 

 

 

 

 

178178



 

 

 

 ②女性職員の管理職への登用促進

担当課： 教育総務課

（主な評価理由・意見等）

・数字ばかり上げるのではなく、他の関係所管との連携に重きを置くべき。（有給休暇、子育て支援等）

・取り組む上での課題を具体的に記載してほしい。特に問題が無く、記載することが無い場合はその旨を明記して
ほしい。
・担当者の説明が市の目標と相反するものとなっていたため、担当課の課題認識に疑問を持った。

・政策立案の機会や経験を増やすために速いローテーションを導入できないか。
・研修や後押しばかりでは、登用促進に限界がある。女性登用が進まない原因を調査などで明らかにし、その要
因に即した対策を取り入れるべきである。

3.203.44 3.22 2 .94

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 44

取
組
状
況
に
対
す
る
外
部
評
価

第
３
部

179178178



 

 

 

 

 

⑤政治や選挙に関する意識・関心の高揚

担当課： 選挙課

（主な評価理由・意見等）

・若者の政治や選挙に関する意識・関心に関する取組が、18歳選挙権が決まったころに比べ消極的だと感じる。
・より意欲的な取り組みも望む。
・「候補者男女均等法」が通過し、2019年7月の参議院選では女性候補の増加が明らかであるので、この法律や
実際の変化をさいたま市で活用すると良い。

・「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」も施行され、投票参加の向上だけでなく、女性候補者が
増加するための意識醸成、環境整備も重要だと思うが、現状の取り組みでは全く不十分だと思われる。
・ヒアリングでは、男女共同参画の視点や、女性候補者が増加するための取り組みの必要性に対する認識や、取
り組みへの積極性が全く感じられなかった。

・市長や各区のタウンミーティングのテーマとする大事な問題。
・明るい選挙推進協議会の女性割合も向上すべきだが、そもそも女性候補者数が増えることを目指すべきではな
いか。
・法が求める地方公共団体の役割について認識されていないと感じる。

2.742.94 2.83 2 .44

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 52

③女性スポーツ指導者の育成

担当課： スポーツ振興課

（主な評価理由・意見等）

・地域ごとに女性比率のばらつきがあると書いてあるが、この項目には今後の取組を書いて頂きたい。

・地区振興会での女性役員増を図ることを優先する。

　

3.563.61 3.67 3 .39

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 57

180180



 

 

 

 

 

 

 

④子育て情報の提供

担当課： 子育て支援政策課

（主な評価理由・意見等）

・子育て支援政策課は、「よく認識している」度は特に高いと思う。
・SNS情報と直接交流の機会での情報のミックスに工夫する。

・家庭問題は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき分野である。本事業において親や子の性別
ごとにどのような効果が見られたのか、またいかに親のあり方の多様性が確保されたのか詳細な評価が必要と考
える。
・男女共同参画の視点の有無が不明確のきらいがある。実際の取り組みにおいては表現等留意されているような
ので、左記の点もを踏まえた形で、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・今後の取組に対して具体性が感じられない。
・掲載方法に工夫をするとさらに良い。

3.533.61 3 .61 3 .35

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 72

⑤子育てヘルパー派遣事業

担当課： 子育て支援政策課

（主な評価理由・意見等）

・この事業は、認知度が低い。この事業があることやヘルパー詳細に関する周知を図るべきである。周知努力を図
ることが必要と考える。

・子育て支援政策課は、「よく認識している」度は特に高いと思う。

　

3.543.67 3 .50 3 .44

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 77

取
組
状
況
に
対
す
る
外
部
評
価

第
３
部

181180180



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④介護保険関連施設等の整備促進

担当課： 介護保険課

（主な評価理由・意見等）

・今後の取組に対して具体性が感じられない。

・男女共同参画の視点の有無が不明確のきらいがある。可能であれば、高齢者の性別間関係における課題や性
別ごとの特有の課題を考慮しながら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

3.433.56 3 .56 3 .18

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 86

①生きがい活動事業の充実

担当課：  生涯学習総合センター・公民館

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが

・高齢者介護におけるジェンダーの課題を的確に把握してほしい。
・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

・積極的に多世代と関わる方向へ助言してはどうか。
・今後も周知活動も力を入れて欲しい。

3.433.71 3 .53 3 .06

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 131

 

 

 

 

 

 

 

 ②生きがい活動事業の充実（アクティブチケット交付事業）

担当課： 高齢福祉課

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが
ら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・性別による課題を把握してほしい。

・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

3.393.56 3 .44 3 .18

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 132

③シルバーバンクの充実

担当課： 高齢福祉課

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが

・積極的な運用に期待。
・人生１００年時代と言われる今、年齢・性別に関係なく、就労意欲のある人に、積極的に労働機会を提供してほし
い。

・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

3.433.56 3 .56 3 .18

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 133

182182



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④介護保険関連施設等の整備促進

担当課： 介護保険課

（主な評価理由・意見等）

・今後の取組に対して具体性が感じられない。

・男女共同参画の視点の有無が不明確のきらいがある。可能であれば、高齢者の性別間関係における課題や性
別ごとの特有の課題を考慮しながら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

3.433.56 3 .56 3 .18

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 86

①生きがい活動事業の充実

担当課：  生涯学習総合センター・公民館

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが

・高齢者介護におけるジェンダーの課題を的確に把握してほしい。
・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

・積極的に多世代と関わる方向へ助言してはどうか。
・今後も周知活動も力を入れて欲しい。

3.433.71 3 .53 3 .06

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 131

 

 

 

 

 

 

 

 ②生きがい活動事業の充実（アクティブチケット交付事業）

担当課： 高齢福祉課

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが
ら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・性別による課題を把握してほしい。

・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

3.393.56 3 .44 3 .18

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 132

③シルバーバンクの充実

担当課： 高齢福祉課

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが

・積極的な運用に期待。
・人生１００年時代と言われる今、年齢・性別に関係なく、就労意欲のある人に、積極的に労働機会を提供してほし
い。

・事業内容や目標等の記述からは、男女共同参画にどれだけコミットするのかが読み取れない。

3.433.56 3 .56 3 .18

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 133

取
組
状
況
に
対
す
る
外
部
評
価

第
３
部

183182182



 

 

 

 

 

 

 

⑦シルバー人材センターの充実

担当課： 高齢福祉課

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが
ら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・男性が多いように思うので、女性の参加を促す工夫に期待。
・人生１００年時代と言われる今、年齢・性別に関係なく、就労意欲のある人に、積極的に労働機会を提供してほし
い。

・女性向け入会説明会の開催を行なった。

3.513.67 3 .56 3 .29

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 137

①女性の性と生殖に関する健康／権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の啓発

担当課：  人権政策・男女共同参画課（男女共同参画課）

（主な評価理由・意見等）

・他の事業もそうであるが、「男女共同参画の視点」についてのコメントが安直なため、担当課の課題認識に不足を
感じる。

・テーマに沿った講座を実施すると書いてあるが、当たり前のことなので、これを今後の取組にするのは止めて頂き
たい。

　

3.663.78 3 .67 3 .53

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 191

184



 

 

 

 

 

 

 

⑦シルバー人材センターの充実

担当課： 高齢福祉課

（主な評価理由・意見等）

・退職後の高齢世帯は、性役割のステレオタイピングについて特に留意すべき領域である。性別ごとにどのような
効果や課題が見られたのか、男女共同参画の視点に即した形となるよう内容・方法を慎重に評価する必要があ
る。
・男女共同参画の視点の有無が不明。高齢者の性別間関係における課題や性別ごとの特有の課題を考慮しなが
ら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・男性が多いように思うので、女性の参加を促す工夫に期待。
・人生１００年時代と言われる今、年齢・性別に関係なく、就労意欲のある人に、積極的に労働機会を提供してほし
い。

・女性向け入会説明会の開催を行なった。

3.513.67 3 .56 3 .29

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 137

①女性の性と生殖に関する健康／権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の啓発

担当課：  人権政策・男女共同参画課（男女共同参画課）

（主な評価理由・意見等）

・他の事業もそうであるが、「男女共同参画の視点」についてのコメントが安直なため、担当課の課題認識に不足を
感じる。

・テーマに沿った講座を実施すると書いてあるが、当たり前のことなので、これを今後の取組にするのは止めて頂き
たい。

　

3.663.78 3 .67 3 .53

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 191

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②乳がん・子宮がん等の検診の実施

担当課： 地域保健支援課

（主な評価理由・意見等）

・「特定健康診査」と組み合わされているので、進捗していると考える。

・受診が当たり前という意識になるよう、更なる普及に期待。

・受診を伝える方法やお知らせ方法の工夫が必要。

3.323.06 3 .50 3 .41

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 195

③特定保健指導の実施

担当課： 地域保健支援課

（主な評価理由・意見等）

　

・男女共同参画の視点の有無が不明確。医療機関では、性別ごとの課題に応じた生活習慣指導が行われている
はずなので、それを踏まえた形で事業目的や計画目標を作成することが望ましい。

　

3.533.53 3 .65 3 .41

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 196

取
組
状
況
に
対
す
る
外
部
評
価

第
３
部

185184



 

 

 

①薬物・喫煙・飲酒に関する健康教育の推進

担当課： 健康教育課

（主な評価理由・意見等）

・男女共同参画の視点の有無が不明確。可能であれば、若年者者の性別間関係における課題や性別ごとの特有
の課題を考慮しながら、今後、事業目的や計画目標を作成されることを期待する。

・性別による課題を把握してほしい。

　

3.403.47 3 .44 3 .29

進捗度 今後の進め方 課題の認識

１次集計 ２次集計

評価点

事業番号 209

186




